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◇あとがき◇
　ようやく 3年半にわたった長いトンネルを抜
けるのでしょうか？　2020年の幕開けから始
まった COVID-19パンデミックは，オンライン
会議や学会のハイブリッド開催など便利になっ
た面もありますが，あまりにも大きな影響を社
会に及ぼし，特にわれわれ医療従事者にとって
は青天の霹靂でした。本年 3月 13日からマスク
着用が個人の判断となり，5月 8日からは 5類
感染症に移行するとともに，社会ではさまざま
な緩和政策が進められます。医療現場でも各施
設で入院前 PCRや抗原検査，面会制限などが
徐々に緩和される方向で検討されています。
　このような状況のなかで，本誌の名誉主幹で
あられる駿河敬次郎先生が 3月 21日に 102歳で
ご逝去されました。駿河先生は，私が順天堂大
学時代に所属していた硬式庭球部の顧問であら
れ，駿河先生と私の祖父が錦糸病院（現在の賛
育会病院）での先輩後輩であったことから，駿
河先生に小児外科の魅力をこと細かに教えてい
ただきました。駿河先生は，私を小児外科に導
いてくださった大恩人であり，駿河先生とお会
いしなければ，私が小児外科医になることはな
かったと思います。最大限の感謝とともに，心
よりの哀悼の意を表します。
　さて，前置きが長くなりましたが，今回は「ロ
ボット支援手術」という企画を組みました。こ
れは，2021年 12月に開催された第 34回日本内
視鏡外科学会総会でのワークショップ「小児ロ
ボット支援手術の幕開け」の演者を中心に構成
した企画であり，現存するロボットの種類や保
険適用，プロクター制度など，小児外科領域に
おけるロボット支援手術導入期の現状や問題点
を詳細に解説していただきました。成人領域で
のロボット支援手術は驚異的なスピードで広
まっていますが，小児領域では小児用細径鉗
子，小児対応ロボット，保険収載，コスト，症
例数（少子化）など，まだ検討されなければな
らない点が多々ある状況です。今後，小児領域
におけるロボット支援手術がどこまで適応拡大
できるかが楽しみです。
 （世川　修）
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